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民生委員・児童委員、主任児童委員ってなに?? 
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民 児 協 い そ ご 

 日頃から民生委員・児童委員の皆様には、地域福祉の推進に多大なるご理解とご協

力をいただき、誠にありがとうございます。少子高齢化や社会の複雑化が進む中、地

域における課題にきめ細かく対応することが求められますが、行政だけでは限界があ

ります。こうした中、皆様には、地域の中で 365 日、子供からお年寄りまで幅広く寄

り添っていただいています。磯子の地域力の高さをよく耳にしますが、皆様方の日々

の活動の結果だと思います。本当に頭が下がります。 
我々も、これに負けず、地域の皆様の目線で、一緒になって住みよい町、温かみの

ある町を作っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

初めまして、この春から事務局を担当しております平山です。 

まだ、数か月しか経過しておりませんが、民生委員・児童委員の皆様の活動が非常に

多岐にわたり、また地域の福祉の最も身近な相談役として接している事を改めて認識し

ました。 

少子高齢化を迎え、社会が複雑化・多様化していく中、民生委員・児童委員の皆様が、

日々の活動において、少しでも事務局としてお手伝いができるように、一生懸命頑張り

ますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

私たちは、誰もが安心して暮らせる地域を目指して活動するボランティアです。 

困っている方への必要な支援を、福祉の専門職たちと共に考え、実践しています。 

民生委員・児童委員は、日頃から地域の住民の皆さんの立場にたって、一人暮ら 

しの高齢者の方から子育て中のお母さんまで、幅広く様々なご相談をお受けして 

        います。 

主任児童委員は、児童福祉を専門に担当する民生委員・児童委員です。 

事務局紹介・・・・・・・・・ １              各地区の活動紹介・・・・・・４ 
研修報告・・・・・・・・・・・２､３               ①岡村地区 
①無縁社会とどう向き合うか    ②個人情報の留意点     ②屏風ヶ浦地区 
③子ども虐待の現状と私たちの役割  ④主任児童委員研修     ③汐見台地区 

全国には約２３万人、磯子区では 21２人の

民生委員・児童委員が活動しています。 

私たちには守秘義務がありますので、福祉に

関するお困り事があれば、お気軽に、地区の担

当委員まで、ご相談ください。 

事務局：磯子区役所  

福祉保健課調整担当 

電 話：７５０－２４１１  

訪問活動 

各種会合 

磯子福祉保健センター担当部長  田中 靖 

磯子区福祉保健課調整担当係長  平山 慎一 

 



 

 

無縁社会 とどう向き合うか 

 
 

平成 23 年 11 月 1 日（火） 民生委員 176 名 参加 

 
 

講師 NHK 放送総局チーフプロデューサー 板垣 淑子 氏 

 
 

 慶應義塾大学総合政策学部教授 

 
 

大江 守之 氏 

 
 

個人情報 の留意点 
 平成 24 年 2 月 20 日（月） 民生委員 162 名参加 

 講師 田園調布学園大学人間福祉学部教授 村井 祐一 氏 

 弱い専門家と強い専門家 

これまでの日本は、家族が支えあう関係を築いていたが、単独世帯が増加し

ている今、行政などの強い専門家が家族の代わりに要援護者を支えることに

は、限界がある。 

 
孤独死が増加している。現在、日本では 1 年間で約 3 万 2 千人の方が、誰にも看取られずに亡くなって

いる。身寄りが無い高齢者の中には、周囲に迷惑をかけまいと、自身の葬儀や死後の身辺整理を、業者に依

頼する人もいる。 
東日本大震災以降、「絆」というものが大切にされた。だが、現地では、元々孤立していた人たちは、さ

らに孤立を深めていた。身動きが取れずに汚物にまみれたり、人と話していないため声が出なくなったり。 
私たちはこのような現状とどう向き合えばいいのだろう。 

 身近に迫る無縁社会 
 

 

支援活動に役立てるためには、『本人の同意』が必要 

 

本人に属する情報は、本人が自由にコントロールする

権利を認めること 
（プライバシー情報とは） 
・個人の私生活上の事実に関する情報 
・社会一般の人が知らない情報 
・本人が公開を望まない内容の情報 

個人情報を用いて活動（事業）する者が、情報を預か

る者としての管理責任を有すること 
（個人情報とは） 
・生存する個人に関すること 
・当該情報に含まれる（氏名・生年月日等）の記述等

により特定の個人を識別することができるもの 

 
・本人同意は支援活動の開始時に得る。 
・目的外・想定外の使用はその都度、本人同意を得る。 
・個人情報は、「もらい物」ではなく「本人から預かっている形のない

預かりもの」として認識する。 

 

 プライバシー保護 

 

 個人情報保護 

 

 「プライバシー保護」と「個人情報保護」の違い 

 

子ども虐待の現状と私たちの役割 
 
 

平成 24 年 3 月 14 日（水） 

 
 

民生委員 176 名 参加 

 
 

主任児童委員研修（横浜婦人クラブ愛児園の見学） 

講師 横浜市南部児童相談所 坂 清隆 氏 

 
 

平成 24 年 5 月 28 日（月） 主任児童委員（民生委員）17 名参加 

 

ポイント 

子ども虐待について私たちができること 

・通告は支援のはじまり 

・通告義務は守秘義務に優先される 

・通告に罰則はない 

・複数機関による適切な家族状況の把握が不可欠 

・複数機関が連携してかかわることによる支援体制の強化 

 

・地域の結びつきを強め、子育て家庭を孤立させない 

横
浜
婦
人
ク
ラ
ブ
愛
児
園
は
、
昭
和
22
年
「
社

会
の
再
建
は
、
婦
人
の
手
で
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
た
初
代
石
橋
志
う
理
事
長
を
中
心
と
す

る
横
浜
在
住
の
婦
人
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し

た
。 

 

現
在
、
誠
心
学
園
（
児
童
養
護
施
設
）
、
デ
ュ
ナ

ミ
ス
（
乳
児
院
）
、
横
浜
ナ
ー
サ
リ
ー
（
保
育
所
）

の
三
施
設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。<

デ
ュ
ナ
ミ
ス>

と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
可
能
性
、<

ナ
ー
サ
リ
ー>

と

は
育
み
を
行
う
場
所
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
言
葉
通
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
温
か
い
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
見
守
っ
て
い
る
様
子
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

明
る
い
風
通
し
の
良
い
環
境
の
中
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
笑
顔
や
瞳
を
見
て
、
主
任

児
童
委
員
と
し
て
、
何
か
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。 

主
任
児
童
委
員 

 
 

上
田 

道
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 外観 

 

 

 

 

 

 

園庭 

 

園児の絵 

 

研修風景 

 

ベッド 

教室 

 

民生委員など 

 行政など 

 

これからは、弱い専門性を

持つ地域の担い手を増やし、

地域のみんなで支えあう関

係が求められている。 

説明者 横浜ナーサリー・デュナミス・誠心学園各施設長・事務局長 

関わり方 

 伸ばして 
いきたい 

住民の立場から関わる人（専門家ではないが人数が多い） 

職業の立場から関わる人（専門家だが人数が少ない） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

今
年
は
遅
い
春
の
訪
れ
、
よ
い
天
気

に
恵
ま
れ
た
四
月
八
日
、
岡
村
西
部
第

一
～
第
三
自
治
会
合
同
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
今

問
題
の
孤
独
死
の
防
止
対
策
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
滝
頭
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

の
星
野
氏
か
ら
講
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。 

昼
に
は
民
生
委
員
が
手
作
り
し
た
竹

の
子
ご
飯
、
す
い
と
ん
、
デ
ザ
ー
ト
が

振
舞
わ
れ
、
お
替
り
が
出
る
ほ
ど
好
評

で
し
た
。 

そ
の
後
は
、
童
謡
・
民
謡
と
心
ゆ
く

ま
で
歌
い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

虹
の
会 

「
地
域
の
か
け
橋
、
人
の
和
・
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
」
を
目
的
に
、
シ
ャ
ロ

ー
ム
の
家
の
メ
ン
バ
ー
有
志
の
方
が
民

生
委
員
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
「
音
」
を
通

し
て
、
月
二
回
、
森
町
内
会
館
で
交
流

会
を
十
年
以
上
も
続
け
て
い
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
が
違
う
音
を
打
ち
、
曲

に
つ
な
が
っ
た
時
の
達
成
感
と
、
日
々

の
練
習
成
果
を
皆
さ
ま
に
聞
い
て
頂
け

る
こ
と
が
励
み
と
な
り
、
屏
風
浦
小
学

校
、
中
原
苑
、
屏
風
ヶ
浦
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
前
で
演

奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

この民児協いそごは「いそごふれあい助成金」から一部助成を受けて発行しています。 

今回は私達、民生委員が今年度に受けた研修事項について再確認の心算で取り上げてみました。各自がそれ

ぞれ曖昧に感じられていた点に理解、納得された事と思われますが如何だったでしょうか。 
広報委員長 日向野直子      

 

～編集後記～ 

 

 

 

マ
マ
の
会 

 

汐
見
台
地
区
で
は
、
毎
月
第
三
金
曜

日
に
、
汐
見
台
会
館
で
、
生
後
十
二
か

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
（
第
一
子
）
と
そ

の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
、
子
育
て

支
援
事
業
「
マ
マ
の
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
区
役
所
の
保
健
師
さ
ん
に
、
育

児
情
報
の
提
供
や
相
談
、
赤
ち
ゃ
ん
体

操
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

毎
回
三
十
組
ほ
ど
の
母
子
が
参
加
。
民

生
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
、
会
場
設

営
や
受
付
、
参
加
促
進
な
ど
で
補
佐
を

し
、
地
域
で
の
子
育
て
に
、
孤
立
す
る

こ
と
な
く
安
心
し
て
楽
し
く
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。 

磯子区民生委員児童委員協議会 

磯子区民児協 

もしくは 

 

根岸地区 

滝頭地区 

岡村地区 

磯子地区 

汐見台地区 

屏風ヶ浦地区 

杉田地区 

上笹下地区 

洋光台地区 

広報委員 

大森瑞枝 

北川久仁子 

大橋喜美子 

和泉由紀子 

萩原良夫 

★日向野直子 

桑原隆代 

両角律子 

溝口早苗 

研修委員 

★谷 道子 

石川節子 

齋藤康子 

石川恭子 

和田百合 

奥山明子 

早川京子 

尾岸鏡子 

小野令子 

ＩＴ委員 

須川さよ子 

伊澤堅志 

綱島八代江 

齋藤利夫 

小林正和 

上山節子 

加藤洋子 

★米山澄夫 

金内里子 

★印は委員長 

検索 

http://www16.ocn.ne.jp/~minsei 

で、 

顧問（磯子区民児協三役） 

 小宮山滋会長・吉田敏一副会長・遠藤洋子副会長 


